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町長日誌
No.19

　町長日誌の第19号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事を町長自ら書
いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　２月17日㈭　AM８：00
　バレンタインも終わり、男性の皆さんはチョコレート貰えましたでしょうか？　以前に比べ義理チョコが
かなり減ったそうで、ちょっぴり残念がっているお父さんたちも多いのでは？　但し、いただいた方は３月
14日（ホワイトデー）にしっかりお返ししなければなりませんのでお忘れなく！　私が子供のころ３月３日
のひな祭りに好きな男の子を家に招待して雛あられや白酒でもてなしたように記憶しているのですが、今は
どうなのでしょうか？　時代と共に「あられ」から「チョコ」に変わっても、私にはあまり縁のない話で、
残念‼
　１月22日㈯　「ことばの教室」って皆さんご存じでしょうか。発音や発声などがうまくできない子供たち
を指導するために1975年紋別小学校に併設して開設された教室で、普段はそれぞれの小学校の普通学級に
在籍していて週１～２回この教室に通い正しい発音ができるように訓練を受けています。少子化になり、ま
たテレビ・ゲーム機などの普及に伴い「話す機会の不足」が軽い言語障害になる子供を増加させています。
この教室とこれを支える「親の会」が30周年を迎えられ、お祝い会があり出席させていただきました。
　特に親の会会長は議員でもある加瀬谷金美さんで、もう20数年会長を続けてこられ、若いお父さん・お
母さん方の良き相談相手になっておられます。もし、小さなお子さんをお持ちでお悩みの方がいらっしゃい
ましたら、町福祉保健課（2-4120）までご相談ください。
　２月１日㈫　総合センターで第３回西紋町村会の広域行政を検討する会議が開かれ連携できる仕事の協議
を行いました。各町村今まで色々なやり方で事務を進めてきていますので、来年秋を目処に４つの町村で連
携して取り組める方法を協議してまいります。また、夜は公民館において自治会連合会主催の「まちづくり
推進研修会」が開催され、町村会アドバイザーでもある北海学園大学横山教授のご講演を拝聴して「住民自
治」の大切さを学びました。
　２月９日㈬　網走管内町村会（23町村）の定期総会が開催されました。遠軽・北見・湧別・女満別地域
の合併が成立すると、来年の総会は９町村減って14町村となる可能性があります。どこの首長も苦しい予
算・道州制・2000件の権限委譲などでストレスも限界という感じです。特にきちんと協議をしないで事を
進めようとする道庁の姿勢に大きな不満が渦巻いているように思われます。
　インフルエンザや風が流行っていて、役場でも多くの職員がダウンしています。今年のインフルエンザ
は混合型とういうことです。何よりも、体力をつけて、部屋の湿度を保ち、あと少しの冬を乗り切りましょ
う。

町長のメールアドレスは、mayor@town.okoppe.hokkaido.jpです。　

　お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封を
して、町役場窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせてい
ただきます。不明な点は、総務課総務係まで。℡２・２１３１です。


